
教科 重点課題 取組 発展的取組

国語
大学受験や社会
生活に必要な国
語の知識や技能
を身に付ける

・週１回漢字テストを実施
・毎時間、本時の目標に対する自身
の取り組みを振り返らせる
・ICT機器の効果的な使用方法を教
科内で共有する

・進路活動に向け、作文や小論文作
成の練習を段階的に行う
・漢字検定への取り組み
・各種コンクール等への出品を促す

地理歴史

基礎基本的な内
容の理解を深め
る
地理や歴史の見
方・考え方を学ぶ
ことを通して、より
よい社会を築い
ていく資質を養う

・基礎基本的な内容の定着
・地理総合では教科書準拠ノートの
活用
・ICT機器など視覚的な教材の有用な
活用
・よりよく生きていくために主体的に
学ぶ姿勢を養う取組
・受験に対応できる演習の取組

・書物やインターネットなどを利用して
主体的に学び、課題を解決する
・発表などを通してプレゼンテーショ
ン能力を学ぶ
・大学受験を目指した問題演習を取
り入れる

公民

基礎基本的な内
容の理解を深め
る
現代の諸課題を
解決する主体的
な学びを通して、
よりよい社会を築
いていく資質を養
う

・基礎基本的な内容の定着
・公共では教科書準拠ノートの活用
・ICT機器など視覚的な教材の有用な
活用
・よりよく生きていくために主体的に
学ぶ姿勢を養う取組
・受験に対応できる演習の取組

・書物やインターネットなどを利用して
主体的に学び、課題を解決する
・発表などを通してプレゼンテーショ
ン能力を学ぶ
・大学受験を目指した問題演習を取
り入れる

数学
基礎基本の定着
と数学的思考力
の育成

・課題の提示・提出を習慣化し、家庭
学習の定着を図る
・小テスト等を定期的に実施し、定着
度を把握する
・学力診断テスト等の振り返りを通し
て、誤答分析と学び直しを促す
・数学検定合格を目標とした指導を
行う

・考え方や解法の過程を言語化させ
る活動を取り入れ、思考の深化を図
る
・生徒同士が協働して考えを深める
場面を授業内に設定する

理科
「探究の過程」を
踏まえた学習活
動の充実

・中学校での既習内容を振り返りな
がら、進めていく
・一人一台端末を活用して小テストを
実施し、生徒自身が学習到達度を把
握できるようにする

・身近な科学に興味を持ち、学習内
容と関連付けて考える
・実験を通して、思考力やレポートの
まとめ方を学習する

保健体育
ルールやマナー
を大切にし相手を
尊重した取り組み
ができる

・規範意識を持ち、公正な態度で主
体的に取り組ませるよう指導する

・さらに高いレベルで活動できるよう
指導する

音楽
段階的な学習活
動による、体系的
な理解を育てる

・目的意識を持った技能習得を目指
す
・教科書、プリント類、インターネットを
活用し、知識体系を強化する

・生徒一人一人の個人的興味から何
を学習するのか、目標を引き出す
・その目標を全員にフィードバックす
ることにより、話し合い活動、知識
シェアを充実させ、学習活動に面白
みを持たせる。
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令和８年度都立杉並工科高校における教科指導の重点

美術

造形的な見方・考
え方を働かせ、生
活や社会の中の
美術や美術文化
と関わる力の育
成

・自身の骨格を知る
・イラストや書体の歴史について学ぶ
・立体的な構造を理解する

・人の頭蓋をベースに自画像を描く
・画材の特性を理解した上で、ボール
ペンで白黒イラストを描く
・カリグラフィーによる作品の制作
・歴史的建造物や多面体をペーパー
クラフトで組み立てる

外国語 ４技能の指導の
充実

・英文法の基礎基本を確実に習得さ
せる指導
・英文の読解力を養う指導
・単語帳を用いた英単語学習の指導
・ペアワークを積極的に取り入れた英
文の音読指導

・スピーチテストなどを通した、英語に
よるプレゼンテーション力を養う指導
・外国人講師の活用による、英語で
の発話に慣れる指導

家庭
基礎的な知識と
技能を定着させる
学習活動の充実

・学習内容を精選し、実践的・体験的
な学習活動を充実させる
・「本時の学習目標」に対する取り組
みを生徒自身が評価する「振り返り」
を行うことで、学習内容の定着と意欲
の喚起につなげる

・授業での学びをもとに、生活の中か
ら問題を見いだして課題を設定し、解
決策を考え、実践を振り返り、考察し
たことを論理的に表現する課題を計
画し、実践する

IT・環境

「情報技術」を活
用するための指
導の充実
情報化社会及び
環境についての
課題解決に向け
た指導の充実

・座学においては、電気・電子に関す
る基礎的基本的な知識の定着を図る
・情報に関わる授業では実際の情報
端末の操作に習熟させるとともに、大
学入試共通テスト「情報」に向けた対
策を行う
・実習科目においては、電気・電子・
情報・環境の幅広い分野について取
り扱い、ITや環境に関わる技術を総
合的に体験する

・幅広い分野を学ぶことにより、進路
の選択肢を増やす
・2年次および3年次の課題研究（探
究の代替）において、課題解決に向
けた実践的な知識・技能を身に付け
る
・ITパスポート受験に向けて、オンラ
イン教材等を活用して幅広い知識、
技術を身に付ける


